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死直後ニ於ケル人眼瞳孔徑ニ就テ

岡山醫 科 大學 病理 學 教室

田 丸 要 槌

緒 論

生前ニ於 ケル人眼瞳孔徑 ニ就テハ,從 來成書及 ビ多數ノ統計的報告アレドモ元來瞳孔徑ハ年

齡,調 節力,屈 折異常ニヨリテ異ナレルノミナラズ,又 光線其他種々ナル刺戟 ニ反應 シテ變化

スルモノニシテ,今 文獻ヨリ主ナル報告ヲ摘録 スレバ第1表 ニ示ス如 シ.即 チ

第1表　 生前ニ於ケル瞳孔徑

コノ表ニ於 テ見 ル如 ク瞳 孔徑ハ生前 ニ於 テハ一定 スル コ ト甚ダ困難 ナ レドモ一旦死 ノ轉 歸 ニ

移 行 スルヤ忽 チ瞳 孔ハ散大 シ普通 ノ状 態 ニ於 テハ各種 ノ刺戟 ニ反應 セズ.而 シテ コノ瞳 孔散 大

ハ死 ノ一標 徴タル コ ト周知 ノ事實 ナ リ.然 リト雖 モコ レヲ測定 シテ數字的 ニ報 告 シタルハ余 ノ

寡 聞未 ダコ レヲ知 ラズ.余 ハ當大學附屬醫院各教室及 ビ知友 ニ依頼 シテ死 直後(死 直後 ヨリ約

3時 間迄 ノ經 過)ニ 於 ケル屍體 ニ就 テ直接計測 シタル 孔徑 ヲ統 計的 ニ觀察 シ興 味 アル結果 ヲ

得 タル ヲ以 テ茲 ニ報 告 セ ン ト欲 ス.

測 定 法

瞳孔ノ測定ハ患者 ノ死亡直後乃至3時 間以内ニ於テ行ヒ,コ ノ時ヲ經過セル場合ハコレヲ除外セリ.

測定法ハ常ニ屍體ニ就キ1側 ヨリ助手ヲシテ懷中電燈 ヲ以テ眼球(瞳 孔)ヲ 斜照セシメ檢者ハ他測ニ立チ

左手指 ヲ以テ眼球 ニ壓力ヲ加ヘザル樣注意シツツ輕 ク上下眼瞼ヲ開キ瞳孔部ヲ露出セシメ右手ヲ以テ 「ノ

ニウース」ヲ持シ調節シツツ其横徑(瞼裂ニ於テ内外眥ノ方向)及 ビ縱經(垂直ノ方向)ニ於テ測定セリ.

統 計 表

以上ノ方法ニ從ツテ計測 シタル瞳孔徑ハ各年齡ニヨリ次ノ各表ニ區別 シテ列擧 セリ,即 チ計
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1870 田 丸 要 槌

測 シタル屍體ハ初生兒ヨリ老人ニ至ル91屍179眼 ニシテコレヲ發育朝(初 生兒ヨリ20歳 迄)成

熟期(21歳 ヨリ44歳 迄)老 視期(假 リニ老視眼ノ初期 ヨリカク命名 シテ60歳 迄 ヲ一括ス)及 ビ

老衰期(61歳 以上)ニ 分ツテ表示 セリ.

第2表　 死直後ニ於ケル發育期ノ瞳孔徑

備考　 本表ハ初生兒ヨリ20年 ニ至ル發育期 ノ瞳孔ヲ計測 シタルモノニシテ其間多少ノ動搖アレドモ初

生兒ヨリ徐々ニ漸次増大 シテ20年 ニ至 リ頂點ニ達セ リ.

第3表　 死直後 ニ於 ケル成熟期ノ瞳孔徑
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死直後ニ於ケル人眼瞳孔徑 ニ就テ 1871

備考　 本表ハ21年 ヨリ44年 迄所謂成熟期ニ於ケル瞳孔徑 ヲ表示 シタルモノニシテ第1表 最後 ノ成年期

ニ比 シ平均數ニ於テハ幾分減少 ノ傾向ヲ示ス.

第4表　 死直後ニ於タル老視期瞳孔徑

備考　 本表ハ45年 ヨリ60年 迄即チ老視 ノ初期ヨリ老衰期ニ至ル迄 ヲ一括シタルモノニシテ其平均徑成

熟期ニ比シ幾分ノ狹小ヲ示セリ.
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1872 田 丸 要 槌

第5表　 死直後ニ於ケル老衰期瞳孔徑

備考　 本表ハ61年 以上即チ所謂老衰期ヲ表示シタルモノニシテ前表ニ比シ一層狹小セリ.

第1圖

今前各統計表ヨリ一 ノ「クルフエ」ヲ作製スルニ第1圖 ニ示 スガ如 ク死直後 ノ瞳孔徑ハ出生 ヨ

リ成年期ニ達スルニ從 ヒ多少増減ヲ呈スレドモ概 シテ漸次増大 シテ成年期 ニ至 リ最高 ヲ示 シ,

ソレヨリ成熟期,老 視期及 ビ老衰期 ニ至 リ次第ニ其減少 ヲ示 シ一定 ノ規律アルヲ認ム.而 シテ

コレヲ生前ニ於 ケル瞳孔徑 ニ比スルニ小兒期ハ小サク成熟 スルニ從 ヒ漸次増大 シ老年ニ及ベバ

再 ビ小サクナルノ規律 ニ一致 スルヲ見ル,而 モ生前ニ於テハ種 々ノ條件 ニヨリ確定的ニ表示ス

ルコ ト困難 ナルモ,死 後ニ於テハ前述 セシ如ク特別ナル操作 ヲ施サザル限 リ殊 ニ屍體 ニ附着セ

ルママノ状態ニ於テハ殆 ド變化 ヲ示サザルヲ以テ,コ ノ成績 ハ以テ有力ナル一標準タルヲ失 ハ

ズ.
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死直後 ニ於ケル人眼瞳孔徑 ニ就テ 1873

死 直 後 ニ 於 ル ケ 瞳 孔 ハ縱 横 徑 及 ビ左 右 兩 側 ノ比 較

元來人 ノ瞳孔 ハ生前ニ於 テハ正圓 ナルヲ以テ原則 トシ,左 右 亦同徑 ナル ヲ通常 トス レドモ死

後 ニ於 テハ文獻 ニ徴 スルモ亦上記各統 計表 ニ示 ス如 ク縱徑 ト横 徑 トハ必 シモ相一 致スルモノニ

アラズ.{第2表 中11(左,右), 13(左), 16(左), 18(右), 20(左), 21(右).第3表 中25(左),

 27(左,右), 30(右), 33(左), 35(右), 36(左), 37(右), 41(左,右), 45(右), 50(左), 51(右),

 53(左), 54(左,右).第4表 中56(右), 59(右), 60(左), 63(左), 64(左), 67(左), 69(左),

 72(左,右), 76(左), 77(左).第5表 中86(左,右)}又 左 右兩側 ノ瞳 孔徑 ニ至 リテハ殊 ニ一致

セザル場合往 々ア リ.{第2表 中1, 2, 4, 5, 6, 11, 12, 13, 14, 17, 19, 20.第3表 中28,

 30, 32, 33, 34, 35, 36, 38, 39, 40, 43, 44, 47, 49, 50, 51, 53.第4表 中57, 58, 59,

 61, 62, 63, 65, 67, 71, 75, 76, 77, 80}コ レ等ノ事實 ハ既 ニPlaczek(1903)Albrand(1905)

Groenouw(1920)ノ 報 告 ニヨル モ明 カナ リ.生 前ニ於 テハ瞳 孔 ノ正 圓ナラザル場 合又 ハ左右不

同 ノ場 合ハ何 レモ病 的現象 ニ算入 サルルケ レ ドモ,死 後 ニ於 テハ生前末期 ニ應用 シタル各種 ノ

薬 物,中 樞 神經系統 ノ状態殊 ニ慢性 ノ或 ル種 ノ中毒精神病 及 ビ瞳 孔 ヲ構成 スル虹彩及 ビ毛樣體

ノ筋肉 ノ發 育 ノ状態等 ニヨ リ多少 ノ變動 ヲ招 來 シ得 ルコ ト想像 ニ難 カラズ.併 シ其 本態 ニ至 リ

テハ今 日尚ホ判明 セズ.

男女 ノ比較

發育期ヲ除キ成熟期以後ニ於ケル死直後

ノ瞳孔徑 ヲ統計的ニ其平均數 テ表示 スルニ

第6表 ニ示 スガ如 ク男屍 ニ於 テハ女屍ニ於

クルヨリ一般 ニ大ニシテ更ニコレヲ 「クルレ

フエ」 トスルニ第2及 ビ第3圖 ニ示ス如ク

男女共成熟期ニ於テ最高ヲ示 シ老視期及 ビ

老衰期 ト漸次低下スルヲ認ム.

第6表

第2圖(男) 第3圖(女)
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1874 田 丸 要 槌

最 大 及 ビ最 小 徑

最後 ニ死 直後 ニ於 ケル最大及 ビ最小瞳 孔徑 ヲ觀察 スル ニ,女 屍 ニ於 テハ22年 ノ 左 右 各 徑

8.5mmヲ 最 大 トシ, 53年 ノ左側瞳 孔徑 ノ4.3mmヲ 最 小 トス.而 シテ男屍 ニ於 テハ36年 ノ右

(7.8-8.0mm)ヲ 以 テ最大 トシ, 72年 ノ左3.9mmヲ 以 テ最小 トナス.但 シ發 育 ニ於 テハ瞳 孔徑

ノ小 ナル コ ト勿論 ナ リ.

總 括

1.コ レヲ要 スルニ人眼瞳 孔ハ所 謂死 ト共 ニ散大 スルモノニ シテコ ノコ トタル既 ニ一般 ニ認

メラ レタ ル事實 ナ リ.

2.死 直後 ノ人眼瞳 孔徑 ハ小兒期 ニ於 テ最 モ小サク身體 ノ發 育スル ト共ニ其 直徑 モ大 トナ リ

成 年 ニ達 シテ最 大 トナ リソレヨリ成熟 期老視 期及 ビ老衰期 ニ至 ルニ從 ヒ漸次狹小 スル ヲ認 ム.

コ ノ法則 ハ生前 ニ於 ケル瞳 孔徑 ノ年齡的關係 ト一致 スル所 ニ シテ興 味 アル事實 ナ リ.

3.死 直後 ニ於 ケル瞳孔徑 ハ男屍 ノモノハ女屍 ノ ソレニ比 シ概 シテ大 ナ リ.

擱筆ニ際シ本研究調査ニ關シ當大學附屬醫院各教室 ノ特別 ナル御便宜ヲ與 ヘラレタルニ對シ滿腔 ノ誠

意ヲ以テ感謝シ尚ホ恩師田村田部兩教授ノ御懇篤ナル御教示竝ニ御校閲 ノ勞ヲ謝ス.(3. 4. 21.受 稿)
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Kurze Inhaltsangabe.

Ueber die Pupillen-weite der menschlichen 

Auge direkt nach dem Tode.

Von

Yotsuchi Tamaru.

Aus dem pathol. Inslitut Okayama.

Eingegangen am 21. April. 1928.

Es gibt keine einzige Bericht bis jetzt betreffs der Messungsresultat von der 

Pupillen-weite der menschlichen Auge nach dem Tode. Zur Vergleichung mit der 

von den Lebenden habe ich an den 91 Leichen (alters von 5 Tagen bis 74 Jahren) 

die Pupillen-weite direkt nach dem Tode (am spatesten nach 3 Stunden) mit Vorricht 

genau gemessen. Und daraus kann man etwa folgende Schlusse erzielen.
1) Die Pupillen-weite direkt nach dem Tode ist durchschnittlich grosser als beim 

Lebenden.

2) Sie ist am Kleinsten beim Kindes alter, und vergrossert sich immer mebr mit 

dem Alter bis zum Ende des Jugendalters (20 Jahre), und dann wird allmahlich 

immer kleiner wieder mit dem zunehmenden Alter. Diese Regel entspricht ganz der 

von den Lebenden.

3) Sie ist im Allgemeinen grosser bei mannlicher Leiches als der weibliche.

(Autoreferat.)
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